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本
年
６
月
に
開

催
の
第
４
回
湖
風

会
定
期
総
会
に
お

い
て
、
前
の
期
の

役
員
が
揃
っ
て
留

任
す
る
こ
と
で
承
認
を
得
ま
し
た
の
で
、

引
き
続
き
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
達
役
員
は
、
奇
数
月
に
総
務
委
員
会

等
の
委
員
会
を
、
偶
数
月
に
全
体
の
役
員

会
を
開
催
し
て
、
湖
風
会
の
発
展
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
々
の
情
報
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
の
湖
風
会
の
大
き
な
事
業

は
二
つ
で
、

　
そ
の
一
つ
﹁
同
窓
会
館
の
建
設
﹂
は
、

本
年
３
月
に
竣
工
致
し
ま
し
た
。

　
同
窓
会
館
名
を
﹁
湖
風
会
館
﹂
と
命
名

し
、
そ
の
落
成
記
念
式
典
を
、
11
月
10
日

︵
日
︶
に
大
学
湖
風
祭
の
２
日
目
の
午

後
、
ご
寄
附
を
頂
い
た
方
々
の
有
志
１
６

０
余
名
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
と
合
築
の
共
通
講

義
棟
Ａ
７
棟
は
、
大
学
の
中
で
唯
一
の
木

造
建
築
で
あ
り
、
環
境
に
種
々
の
配
慮
が

な
さ
れ
て
お
り
、
設
計
を
指
導
さ
れ
た
環

境
科
学
部
の
松
岡
教
授
に
お
願
い
し
て
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
等
に
つ
い
て
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

　
尚
、
昨
年
９
月
か
ら
皆
様
に
お
願
い
致

し
ま
し
た
﹁
湖
風
会
館
﹂
建
設
に
か
か

る
寄
付
金
は
、
現
在
ま
で
に
１

,
０
８
３

万
円
に
達
し
ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
標
額

５
,

０
０
０
万
円
と
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な

隔
た
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
ご
寄

附
を
頂
い
て
い
な
い
方
々
に
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
か
ね
て
よ
り
大
学
当
局

か
ら
ご
要
望
の
あ
っ
た
学
業
成
績
等
の
優

秀
な
卒
業
生
を
各
学
科
１
名
、
同
窓
会
長

名
で
表
彰
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
役
員

会
で
協
議
の
結
果
、
﹃
﹁
湖
風
会
﹂
学
生

表
彰
要
綱
﹄
を
設
け
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
、
本
年
３
月
の
学
位
記
授
与
式
︵
卒
業

式
︶
に
第
１
回
の
表
彰
を
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
窓
会
と
大
学
当
局
と
の
意
見

交
換
会
を
年
１
回
定
期
的
に
開
催
す
る
こ

と
と
し
、
本
年
２
月
に
第
１
回
の
会
合
を

持
ち
ま
し
た
。
今
後
の
﹁
湖
風
会
﹂
と

﹁
大
学
﹂
の
連
携
が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ

と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

滋
賀
県
立
大
学
学
長
挨
拶

学
長
　
大
田
啓
一

　
滋
賀
県
立
大

学
は
平
成
18
年

度
に
法
人
化
さ

れ
、
公
立
大
学

法
人
滋
賀
県
立

大
学
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
と
の
一
番
の
違
い
は
、
６
年
毎

に
年
を
区
切
り
、
区
間
の
目
標
を
県
が
示

し
、
大
学
は
目
標
到
達
に
向
け
て
計
画
的

な
取
組
み
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
６
年
間
を
中
期
計
画
期
間
と
呼
び
、

年
度
ご
と
の
成
果
は
学
外
の
﹁
法
人
評
価

委
員
会
﹂
が
判
断
し
ま
す
。
大
学
も
計
画

的
に
運
営
さ
れ
、
か
つ
外
部
評
価
を
受
け

る
機
関
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
第
一
期
中
期
計
画
期
間
は
平
成
23
年
度

に
終
わ
り
、
24
年
度
か
ら
は
第
二
期
期
間

が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
二
期
の
初
め
に
県

は
本
学
に
27
項
目
の
目
標
を
示
し
、
本
学

は
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
、
国
際
化
、

大
学
運
営
の
５
分
野
で
計
53
の
中
期
計
画

を
立
て
て
、
目
標
達
成
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
国
際
化
は
社
会
動
向
に
対
応
し

た
取
組
み
で
あ
り
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
開
設
、
留
学
と
海
外
研
修

の
拡
大
、
研
究
の
国
際
化
な
ど
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
本
学
は
来
年
度
が
開
学
20
年
目
と

な
り
、
短
期
大
学
開
設
か
ら
は
65
年
目
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
27
年
の
６
月

に
、
同
窓
会
と
ご
一
緒
に
、
県
立
大
学
創

立
20
周
年
︵
短
期
大
学
開
設
65
周
年
︶
記

念
式
典
と
、
緒
に
就
い
た
本
学
の
国
際
化

を
後
押
し
す
る
事
業
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
本
学
は
国
際
化
の
一
方
で
、
周
辺
地
域

と
の
連
携
を
密
に
し
、
文
科
省
の
﹁
知

︵
地
︶
の
拠
点
形
成
事
業
﹂
に
も
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
学
生
の
地
域
教
育
と
と
も

に
、
地
域
社
会
や
産
業
へ
の
貢
献
を
一
層

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
面
で
も
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
れ
ば
誠
に
幸
い

で
す
。
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委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
委
員
会

　
湖
風
会
が
発
足
し
て
数
年
が
経
過
し
た

中
で
、
昨
年
度
は
当
委
員
会
と
し
て
、
会

員
の
親
睦
交
流
、
母
校
県
立
大
学
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
と
の
目
標
を
掲

げ
、
諸
課
題
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
、
大
学
学
部
の
各
学
科
に
お
い

て
総
合
的
に
優
れ
た
在
学
生
に
対
し
、
初

め
て
﹁
学
生
表
彰
制
度
﹂
を
企
画
立
案

し
、
湖
風
会
と
し
て
制
度
化
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
同
窓
会
の
役
割
と
し
て
、
大
学

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
が
出
来

る
か…

と
の
視
点
で
、
大
学
と
湖
風
会
役

員
と
の
意
見
交
換
を
定
期
的
開
催
の
第
一

歩
と
し
て
企
画
実
施
し
た
ほ
か
、
本
会
の

円
滑
な
運
営
に
資
す
る
た
め
の
条
件
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
今
春
開
館
し
た
湖
風
会
館

を
拠
点
に
、
県
大
の
発
展
と
後
輩
在
学
生

の
側
面
的
支
援
の
た
め
に
、
あ
る
べ
き
姿

を
求
め
つ
つ
、
県
大
や
関
係
機
関
と
の
緊

密
な
連
携
と
、
意
思
決
定
を
図
る
総
会
・

役
員
会
・
活
動
委
員
会
を
横
軸
で
結
び
乍

ら
、
総
合
調
整
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
湖
風
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
会
員

各
位
の
積
極
的
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

︵
昭
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北
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名
簿
管
理
委
員
会

　
前
回
の
会
報
発
行
時
に
連
絡
先
不
明
者

リ
ス
ト
を
配
布
し
、
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
約
６
０
０
名
の
方
の
連
絡
先
が
判

明
致
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
も
約
３
６
０
０
名
の

方
が
連
絡
先
不
明
で
、
会
報
や
連
絡
資
料

が
返
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｈ
Ｐ
に
連
絡
先
不
明
者
リ
ス

ト
を
掲
載
し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の

会
員
の
連
絡
先
把
握
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
名
簿
管
理
は
一
般
的
な
エ
ク
セ

ル
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
２
万
人
以
上
の

会
員
を
管
理
す
る
に
は
無
理
が
生
じ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
名
簿
管
理
委
員
会
の
活
動

と
し
て
、
機
能
的
な
名
簿
管
理
ソ
フ
ト
を

今
年
度
中
に
完
成
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
年
後
の
﹁
湖
風
会
﹂
10
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
名
簿
発
行
の
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

＊
連
絡
先
不
明
者
減
少
に
ご
協
力
お
願
い
＊

　Ｈ
Ｐ
の
連
絡
先
不
明
者
リ
ス
ト
を
見
て

頂
き
、
連
絡
先
の
分
か
る
友
人
・
知
人
名

が
有
り
ま
し
た
ら
、
ご
本
人
と
事
務
局
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

︵
昭
40
　
工
業
部
卒
　
松
下
恭
明
︶

就
職
支
援
委
員
会

　
平
成
24
年
度
卒
業
生
の
内
定
率
は
、
約

94
％
と
過
去
２
年
間
に
比
べ
向
上
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
経
済
や
社
会
情
勢
が
ま
だ
ま

だ
不
安
定
な
今
日
、
学
生
の
就
職
活
動
は

一
層
厳
し
く
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
の
企
業
人
・
地
域
人
・
家

庭
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
す
こ

と
も
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
大
学
の
学

生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
な
が

ら
、
Ｏ
Ｂ
と
学
生
と
の
交
流
会
や
企
業
訪

問
な
ど
の
取
り
組
み
を
す
す
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

︵
昭
45
　
農
業
部
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植
田
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一
郎
︶

　

湖　　風　　会　　報⑶

表3　平成24年度卒業・修了者の就職状況　　
　　　（平成25年５月１日現在）

学部・研究科
環境科学部
工学部

人間文化学部
人間看護学部

合計
環境科学研究科博士前期課程
工学研究科博士前期課程

人間文化学研究科博士前期課程
小計

人間看護学研究科人間看護学専攻
合計

環境科学研究科博士後期課程
総計

122
91

126
73

412
33
37
9

79
0

79
2

493

119
84

117
70

390
28
37
8

73
0

73
2

465

95.7
92.3
92.9
95.9
94.7
84.8
100
88.9
92.4
−

91.1
100
94.3

希望者 内定者 内定率

　同窓生の住所分布状況（H25年10月現在）

北海道

40

滋賀

10,172

沖縄

10

東北

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

5
7
19
9
16
17

信越・北陸

長野
新潟
富山
石川
福井

近畿

京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山

中国

鳥取
島根
岡山
広島
山口

東海

岐阜
静岡
愛知
三重

四国

徳島
香川
愛媛
高知

関東

茨城
栃木
群馬
千葉

東京
埼玉

山梨
神奈川

九州

福岡
佐賀
長崎
熊本
大分

鹿児島
宮崎

北海道

東北

関東

信越・北陸

東海

近畿（滋賀は除）

滋賀

中国

四国

九州・沖縄

小計

不明者

合計

8

14

155

210

618

777

1,901

86

37

76

3,882

1,198

5,080

8

8

62

126

237

525

1,923

75

26

57

3,047

469

3,516

5

12

323

274

571

918

3,346

104

72

55

5,680

915

6,595

2

1

26

51

102

150

541

29

10

12

924

340

1,264

17

38

121

282

1,095

2,621

2,461

157

91

84

6,967

696

7,663

40

73

687

943

2,623

4,991

10,172

451

236

284

20,500

3618

24,118

工業 農業 家政 看護 県大 合計

（単位：人）

95
41
177
160
470

61
88
136
121
45 2,083

1,593
919
283
11388

23
29
23
33
43
35

48
64
98
26

987
266
1,054
316

33
16
25
118
102
191
180
22

総
会
開
催
結
果

通
常
総
会
の
報
告

　
平
成
25
年
度
の
湖
風
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

日
時　平

成
25
年
6
月
29
日
13
時
30
分
〜

場
所　湖

風
会
館

出
席
者

　会
員
92
名

　委
任
状
255
名

　計
347
名

来
賓　滋

賀
県
立
大
学
理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　同

　学
生
・
就
職
支
援
Ｇ
統
括

　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　司
会

　
　
　
　岸
本
希
実
洋
氏

　議
長

　
　
　
　松
下

　恭
明
氏

議
案
審
議

　第
1
号
議
案

　会
則
改
正
に
つ
い
て

　第
2
号
議
案

　平
成
23
・
24
年
度
事
業

　
　
　
　
　
　
　報
告

　第
3
号
議
案

　平
成
23
・
24
年
度
一
般

　
　
　
　
　
　
　会
計
収
支
報
告

　第
4
号
議
案

　同
窓
会
館
建
設
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　計
収
支
状
況
報
告
並
び

　
　
　
　
　
　
　に
監
査
報
告

　第
5
号
議
案

　役
員
改
選

　第
6
号
議
案

　平
成
25
年
度
事
業
計
画

　第
7
号
議
案

　平
成
25
年
度
収
支
計
画

　
今
年
3
月
に
竣
工
し
た
﹁
湖
風
会
館
﹂

と
合
築
の
教
室
に
て
、
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
岡
田
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
仁
連
理
事
・
副
学
長
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
つ
い
て
は
、
担
当
役
員
か
ら

提
案
説
明
の
後
、
各
々
拍
手
に
よ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
総
会
終
了
後
、
人
間

看
護
学
部
棟
食
堂
で
51
名
の
参
加
に
よ
る

懇
親
会
が
、
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
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表1　　会　　計　　報　　告　 表2  平成25年度  役員改選  就任者
(単位：円)Ⅰ一般会計

Ⅱ別途積立金収支決算 Ⅲ特別会計　同窓会館建設費収支決算

　　　　　平成23・24年度　収支決算  
収入の部  

　　  平成25年度　収支予算 
収入の部 

支出の部  支出の部 

収入科目
平成23年度
決　算　額 収入科目

平成25年度
予　算　額

平成24年度
決　算　額

支出科目
平成23年度
決　算　額

支出科目
平成25年度
予　算　額

平成24年度
決　算　額

会 費 収 入
雑 収 入
収入の部小計
前年度繰越金
収入の部合計

6,020,000
10,083

6,030,083
13,919,101
19,949,184

会 費 収 入
雑 収 入
収入の部小計
前年度繰越金
収入の部合計

△川﨑眞治（S36）  松下欣市（S39）
○△松下恭明（S40）  大森晢夫（S41）
△日置靖男（S42）

中村久郎（S29）  藤本健一（S33）
◎岡田定一（S34）  ○北川孝雄（S40）
植田儀一郎（S45）

桐畑悦子（S39）　國松靖子（S41）
○辻ひとみ（S42）  道明美保子（S44）
大西友子（S45）

○中川富美江（S48）  安寺久美子（S49）
横田峰子（S50）  五坪千恵子（S53）

金尾滋史（H14）　小林匡哉（H17）
玉井大輔（H18）  堀内理恵子（H21）
岸本希実洋（H21）  邊見将史（H22）
柳沼勇多（H23）

高瀬藤一郎（農業 S39）
安部八重子（家政 S43）

　　　　　　　　　　　　　　　

6,500,000
0

6,500,000
16,106,546
22,606,546

5,710,000
120,305

5,830,305
14,761,446
20,591,751

一 般 経 費
設 備 費
事 務 管 理 費
委員会活動費
支 部 活 動 費
活 動 助 成 金
そ の 他
支出の部小計
次年度繰越金
支出の部合計

科　　目 収入の部 支出の部

繰 越 金
利 息
会館建設費貸付
小 計
残 高

50,741,823
18,864

50,760,687
40,760,687
40,760,687
10,000,000

科　　目 収入の部 支出の部

借 入 金
寄 附 金
利 息
会 館 建 設 費
備品・事務管理費
合 計
残 高

40,760,687
10,652,036

1,259

51,413,982

42,500,000
5,875,722

48,375,722
3,038,260

1,308,112
103,100

1,029,511
2,140,145

450,000
150,000

6,870
5,187,738

14,761,446
19,949,184

一 般 経 費
設 備 費
事 務 管 理 費
委員会活動費
支 部 活 動 費
活 動 助 成 金
会館維持管理費
会館修繕積立金
そ の 他
支出の部小計
次年度繰越金
支出の部合計

1,540,000
120,000

1,750,000
1,800,000

880,000
300,000
500,000
200,000
200,000

7,290,000
15,316,546
22,606,546

1,241,307
919,100

1,037,505
130,480
878,000
160,000
118,813

4,485,205
16,106,546
20,591,751

役員名（卒業年）所属単位
同窓会

短　大
工業部

短　大
農業部

短　大
家政部

短　大
看護部

県　立
大　学

監　事

◎会長　○副会長　△地域支部長

（事務局員　竹内順子　中村あや子）　



委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
委
員
会

　
湖
風
会
が
発
足
し
て
数
年
が
経
過
し
た

中
で
、
昨
年
度
は
当
委
員
会
と
し
て
、
会

員
の
親
睦
交
流
、
母
校
県
立
大
学
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
と
の
目
標
を
掲

げ
、
諸
課
題
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
、
大
学
学
部
の
各
学
科
に
お
い

て
総
合
的
に
優
れ
た
在
学
生
に
対
し
、
初

め
て
﹁
学
生
表
彰
制
度
﹂
を
企
画
立
案

し
、
湖
風
会
と
し
て
制
度
化
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
同
窓
会
の
役
割
と
し
て
、
大
学

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
が
出
来

る
か…

と
の
視
点
で
、
大
学
と
湖
風
会
役

員
と
の
意
見
交
換
を
定
期
的
開
催
の
第
一

歩
と
し
て
企
画
実
施
し
た
ほ
か
、
本
会
の

円
滑
な
運
営
に
資
す
る
た
め
の
条
件
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
今
春
開
館
し
た
湖
風
会
館

を
拠
点
に
、
県
大
の
発
展
と
後
輩
在
学
生

の
側
面
的
支
援
の
た
め
に
、
あ
る
べ
き
姿

を
求
め
つ
つ
、
県
大
や
関
係
機
関
と
の
緊

密
な
連
携
と
、
意
思
決
定
を
図
る
総
会
・

役
員
会
・
活
動
委
員
会
を
横
軸
で
結
び
乍

ら
、
総
合
調
整
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
湖
風
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
会
員

各
位
の
積
極
的
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

︵
昭
40
　
農
業
部
卒
　
北
川
孝
雄
︶

名
簿
管
理
委
員
会

　
前
回
の
会
報
発
行
時
に
連
絡
先
不
明
者

リ
ス
ト
を
配
布
し
、
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
約
６
０
０
名
の
方
の
連
絡
先
が
判

明
致
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
も
約
３
６
０
０
名
の

方
が
連
絡
先
不
明
で
、
会
報
や
連
絡
資
料

が
返
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｈ
Ｐ
に
連
絡
先
不
明
者
リ
ス

ト
を
掲
載
し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の

会
員
の
連
絡
先
把
握
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
名
簿
管
理
は
一
般
的
な
エ
ク
セ

ル
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
２
万
人
以
上
の

会
員
を
管
理
す
る
に
は
無
理
が
生
じ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
名
簿
管
理
委
員
会
の
活
動

と
し
て
、
機
能
的
な
名
簿
管
理
ソ
フ
ト
を

今
年
度
中
に
完
成
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
年
後
の
﹁
湖
風
会
﹂
10
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
名
簿
発
行
の
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。

＊
連
絡
先
不
明
者
減
少
に
ご
協
力
お
願
い
＊

　Ｈ
Ｐ
の
連
絡
先
不
明
者
リ
ス
ト
を
見
て

頂
き
、
連
絡
先
の
分
か
る
友
人
・
知
人
名

が
有
り
ま
し
た
ら
、
ご
本
人
と
事
務
局
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

︵
昭
40
　
工
業
部
卒
　
松
下
恭
明
︶

就
職
支
援
委
員
会

　
平
成
24
年
度
卒
業
生
の
内
定
率
は
、
約

94
％
と
過
去
２
年
間
に
比
べ
向
上
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
経
済
や
社
会
情
勢
が
ま
だ
ま

だ
不
安
定
な
今
日
、
学
生
の
就
職
活
動
は

一
層
厳
し
く
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
の
企
業
人
・
地
域
人
・
家

庭
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
す
こ

と
も
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
大
学
の
学

生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
な
が

ら
、
Ｏ
Ｂ
と
学
生
と
の
交
流
会
や
企
業
訪

問
な
ど
の
取
り
組
み
を
す
す
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

︵
昭
45
　
農
業
部
卒
　
植
田
儀
一
郎
︶
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表3　平成24年度卒業・修了者の就職状況　　
　　　（平成25年５月１日現在）

学部・研究科
環境科学部
工学部

人間文化学部
人間看護学部

合計
環境科学研究科博士前期課程
工学研究科博士前期課程

人間文化学研究科博士前期課程
小計

人間看護学研究科人間看護学専攻
合計

環境科学研究科博士後期課程
総計

122
91

126
73

412
33
37
9

79
0

79
2

493

119
84

117
70

390
28
37
8

73
0

73
2

465

95.7
92.3
92.9
95.9
94.7
84.8
100
88.9
92.4
−

91.1
100
94.3

希望者 内定者 内定率

　同窓生の住所分布状況（H25年10月現在）

北海道

40

滋賀

10,172

沖縄

10

東北

青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島

5
7
19
9
16
17

信越・北陸

長野
新潟
富山
石川
福井

近畿

京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山

中国

鳥取
島根
岡山
広島
山口

東海

岐阜
静岡
愛知
三重

四国

徳島
香川
愛媛
高知

関東

茨城
栃木
群馬
千葉

東京
埼玉

山梨
神奈川

九州

福岡
佐賀
長崎
熊本
大分

鹿児島
宮崎

北海道

東北

関東

信越・北陸

東海

近畿（滋賀は除）

滋賀

中国

四国

九州・沖縄

小計

不明者

合計

8

14

155

210

618

777

1,901

86

37

76

3,882

1,198

5,080

8

8

62

126

237

525

1,923

75

26

57

3,047

469

3,516

5

12

323

274

571

918

3,346

104

72

55

5,680

915

6,595

2

1

26

51

102

150

541

29

10

12

924

340

1,264

17

38

121

282

1,095

2,621

2,461

157

91

84

6,967

696

7,663

40

73

687

943

2,623

4,991

10,172

451

236

284

20,500

3618

24,118

工業 農業 家政 看護 県大 合計

（単位：人）

95
41
177
160
470

61
88
136
121
45 2,083

1,593
919
283
11388

23
29
23
33
43
35

48
64
98
26

987
266
1,054
316

33
16
25
118
102
191
180
22

総
会
開
催
結
果

通
常
総
会
の
報
告

　
平
成
25
年
度
の
湖
風
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

日
時　平

成
25
年
6
月
29
日
13
時
30
分
〜

場
所　湖

風
会
館

出
席
者

　会
員
92
名

　委
任
状
255
名

　計
347
名

来
賓　滋

賀
県
立
大
学
理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　同

　学
生
・
就
職
支
援
Ｇ
統
括

　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　司
会

　
　
　
　岸
本
希
実
洋
氏

　議
長

　
　
　
　松
下

　恭
明
氏

議
案
審
議

　第
1
号
議
案

　会
則
改
正
に
つ
い
て

　第
2
号
議
案

　平
成
23
・
24
年
度
事
業

　
　
　
　
　
　
　報
告

　第
3
号
議
案

　平
成
23
・
24
年
度
一
般

　
　
　
　
　
　
　会
計
収
支
報
告

　第
4
号
議
案

　同
窓
会
館
建
設
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　計
収
支
状
況
報
告
並
び

　
　
　
　
　
　
　に
監
査
報
告

　第
5
号
議
案

　役
員
改
選

　第
6
号
議
案

　平
成
25
年
度
事
業
計
画

　第
7
号
議
案

　平
成
25
年
度
収
支
計
画

　
今
年
3
月
に
竣
工
し
た
﹁
湖
風
会
館
﹂

と
合
築
の
教
室
に
て
、
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
岡
田
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
仁
連
理
事
・
副
学
長
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
つ
い
て
は
、
担
当
役
員
か
ら

提
案
説
明
の
後
、
各
々
拍
手
に
よ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
総
会
終
了
後
、
人
間

看
護
学
部
棟
食
堂
で
51
名
の
参
加
に
よ
る

懇
親
会
が
、
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
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表1　　会　　計　　報　　告　 表2  平成25年度  役員改選  就任者
(単位：円)Ⅰ一般会計

Ⅱ別途積立金収支決算 Ⅲ特別会計　同窓会館建設費収支決算

　　　　　平成23・24年度　収支決算  
収入の部  

　　  平成25年度　収支予算 
収入の部 

支出の部  支出の部 

収入科目
平成23年度
決　算　額 収入科目

平成25年度
予　算　額

平成24年度
決　算　額

支出科目
平成23年度
決　算　額

支出科目
平成25年度
予　算　額

平成24年度
決　算　額

会 費 収 入
雑 収 入
収入の部小計
前年度繰越金
収入の部合計

6,020,000
10,083

6,030,083
13,919,101
19,949,184

会 費 収 入
雑 収 入
収入の部小計
前年度繰越金
収入の部合計

△川﨑眞治（S36）  松下欣市（S39）
○△松下恭明（S40）  大森晢夫（S41）
△日置靖男（S42）

中村久郎（S29）  藤本健一（S33）
◎岡田定一（S34）  ○北川孝雄（S40）
植田儀一郎（S45）

桐畑悦子（S39）　國松靖子（S41）
○辻ひとみ（S42）  道明美保子（S44）
大西友子（S45）

○中川富美江（S48）  安寺久美子（S49）
横田峰子（S50）  五坪千恵子（S53）

金尾滋史（H14）　小林匡哉（H17）
玉井大輔（H18）  堀内理恵子（H21）
岸本希実洋（H21）  邊見将史（H22）
柳沼勇多（H23）

高瀬藤一郎（農業 S39）
安部八重子（家政 S43）

　　　　　　　　　　　　　　　

6,500,000
0

6,500,000
16,106,546
22,606,546

5,710,000
120,305

5,830,305
14,761,446
20,591,751

一 般 経 費
設 備 費
事 務 管 理 費
委員会活動費
支 部 活 動 費
活 動 助 成 金
そ の 他
支出の部小計
次年度繰越金
支出の部合計

科　　目 収入の部 支出の部

繰 越 金
利 息
会館建設費貸付
小 計
残 高

50,741,823
18,864

50,760,687
40,760,687
40,760,687
10,000,000

科　　目 収入の部 支出の部

借 入 金
寄 附 金
利 息
会 館 建 設 費
備品・事務管理費
合 計
残 高

40,760,687
10,652,036

1,259

51,413,982

42,500,000
5,875,722

48,375,722
3,038,260

1,308,112
103,100

1,029,511
2,140,145

450,000
150,000

6,870
5,187,738

14,761,446
19,949,184

一 般 経 費
設 備 費
事 務 管 理 費
委員会活動費
支 部 活 動 費
活 動 助 成 金
会館維持管理費
会館修繕積立金
そ の 他
支出の部小計
次年度繰越金
支出の部合計

1,540,000
120,000

1,750,000
1,800,000

880,000
300,000
500,000
200,000
200,000

7,290,000
15,316,546
22,606,546

1,241,307
919,100

1,037,505
130,480
878,000
160,000
118,813

4,485,205
16,106,546
20,591,751

役員名（卒業年）所属単位
同窓会

短　大
工業部

短　大
農業部

短　大
家政部

短　大
看護部

県　立
大　学

監　事

◎会長　○副会長　△地域支部長

（事務局員　竹内順子　中村あや子）　



同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名

︵
昭
42
　
工
業
部
卒
　
日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
40
　
工
業
部
卒
　
松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
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卒
　
川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
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日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
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国
領
朝
輝
︶

湖　　風　　会　　報⑸

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名
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靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
40
　
工
業
部
卒
　
松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

湖　　風　　会　　報 ⑷

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
昭
36
　
工
業
部
卒
　
川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
昭
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日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
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国
領
朝
輝
︶

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。



同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名

︵
昭
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日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
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松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
昭
36
　
工
業
部
卒
　
川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
昭
42
　
工
業
部
卒 

日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
36
　
工
業
部
卒
　
国
領
朝
輝
︶

湖　　風　　会　　報⑸

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名

︵
昭
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日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
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松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

湖　　風　　会　　報 ⑷

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
昭
36
　
工
業
部
卒
　
川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
昭
42
　
工
業
部
卒 

日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
36
　
工
業
部
卒
　
国
領
朝
輝
︶

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。



同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名

︵
昭
42
　
工
業
部
卒
　
日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
40
　
工
業
部
卒
　
松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
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川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
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日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
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国
領
朝
輝
︶

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

湖　　風　　会　　報⑺

同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名
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日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
40
　
工
業
部
卒
　
松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

湖　　風　　会　　報 ⑹

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
昭
36
　
工
業
部
卒
　
川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
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昭
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日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
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業
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国
領
朝
輝
︶

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。



同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名
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日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
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松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
昭
36
　
工
業
部
卒
　
川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
昭
42
　
工
業
部
卒 

日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
36
　
工
業
部
卒
　
国
領
朝
輝
︶

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 
会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 
　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

湖　　風　　会　　報⑺

同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名

︵
昭
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工
業
部
卒
　
日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
40
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業
部
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松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

湖　　風　　会　　報 ⑹

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 

ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。

　
　
︵
昭
36
　
工
業
部
卒
　
川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
昭
42
　
工
業
部
卒 

日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
36
　
工
業
部
卒
　
国
領
朝
輝
︶

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  
京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。



同
窓
会
館
建
設
委
員
会

﹁
湖
風
会
館
﹂
落
成
式
典

　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
キ
ャ
ン
バ
ス

で
大
学
祭
湖
風
祭
に
合
わ
せ
、
同
窓
会
館

﹁
湖
風
会
館
﹂
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
館
建
設
資
金
を
ご
寄
附
頂
い
た
方
々

に
案
内
状
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
の

降
る
天
候
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
勢
の
方
々

の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
式
典
、
記
念

講
演
、
懇
親
会
、
更
に
は
大
学
祭
の
見
学

等
で
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　日
時

　平
成
25
年
11
月
10
日
13
時
〜

　場
所

　
　
　湖
風
会
館

　出
席
者

　
　１
３
６
名

　来
賓

　
　滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　理
事
・
副
学
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　仁
連
孝
昭
様

　
　
　学
生
・
就
職
支
援
グ
ル
ー
プ
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　潔
様

　
　湖
風
会
初
代
会
長

　
　種
橋
清
一
様

　司
会

　
　
　
　
　
　
　
　辻
ひ
と
み
氏

　開
式
挨
拶

　
　
　会
長

　岡
田
定
一
氏

　来
賓
祝
辞

　
　
　学
長

　大
田
啓
一
様

　
　
　
　
　
　初
代
会
長

　種
橋
清
一
様

　会
館
建
設
経
過
及
び
会
計
報
告

　
　
　
　
　建
設
委
員
長

　日
置
靖
男
氏

　記
念
講
演

　﹁
木
の
あ
る
暮
ら
し
﹂

　

　
　滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
岡
拓
公
雄
様

　懇
親
会
︵
15
時
〜
︶

　
　

　
　看
護
学
部
内
ナ
シ
ェ
リ
ア
に
て

　
　出
席
者

　１
０
９
名

︵
昭
42
　
工
業
部
卒
　
日
置
靖
男
︶

同
窓
生
の
活
動

滋
賀
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
H
P
︶を
起
ち
上
げ
ま
し
た

　
滋
賀
支
部
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
２
年
が

経
つ
今
年
５
月
、
第
１
回
通
常
総
会
を
新

築
の
﹁
湖
風
会
館
﹂
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
評
議
員
の
方
々
が

ご
出
席
さ
れ
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
と
し
て
は
、
支
部
評
議
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ス
会
の
開
催
状
況

②
同
窓
会
へ
の
関
心
度

③
Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
状
況
　

　
な
ど
で
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
Ｈ
Ｐ
が
見

ら
れ
る
環
境
に
あ
る
会
員
が
80
％
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
情
報
発
信
は
経
費
の
か
か

ら
な
い
Ｈ
Ｐ
の
活
用
が
一
番
と
考
え
、
滋

賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
滋
賀
支
部
の
Ｈ
Ｐ
は
﹁
湖
風
会
﹂
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
﹁
滋
賀
支
部
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

下
さ
い
。
支
部
の
Ｈ
Ｐ
に
は
今
ま
で
の
活

動
記
録
が
す
べ
て
あ
り
ま
す
。

＊
総
会
の
議
案
書
、
議
事
録

＊
役
員
会
の
議
事
録

＊
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

︵
昭
40
　
工
業
部
卒
　
松
下
恭
明
︶

近
畿
支
部

　
近
畿
支
部
は
平
成
24
年
４
月
に
５
学
部

統
合
の
﹁
近
畿
支
部
﹂
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
後
４
カ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
12
名
の

メ
ン
バ
ー
で
﹁
支
部
役
員
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
︵
９
月
か
ら
新
し
く
﹁
芹
翆

会
︵
家
政
︶
﹂
の
役
員
が
１
名
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
︶
開
催

日
は
現
役
の
支
部
役
員
も
お
り
﹁
日
曜

日
﹂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年 

平
成
26
年
５
月
に
﹁
第
２
回
近
畿

支
部
総
会
﹂
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
前
回

約
５
，
　０
０
０
名
の
近
畿
支
部
会
員
か
ら

﹁
ク
ラ
ス
毎
に
評
議
員
﹂
を
無
差
別
に
お

願
い
し
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
し
た
が
、

中
に
は
ご
病
気
や
介
護
等
の
ご
事
情
で
お

受
け
い
た
だ
け
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
の
﹁
第
２
回
総
会
﹂
を
前
に
前
回

﹁
ク
ラ
ス
評
議
員
﹂
を
ご
辞
退
さ
れ
た
ク

ラ
ス
に
は
、
再
度
無
差
別
に
﹁
ク
ラ
ス
評

議
員
﹂
の
ご
依
頼
状
を
来
春
早
々
に
発
送

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も 

近
畿
支
部
の
運
営
に
ご
協
力

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
︵
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶

　
湖
風
会
で
は
、
卒
業
後
に
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
再
会
を
支
援
す
る
助
成
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
年
々
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
ク
ラ
ス
会
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　
多
く
の
ク
ラ
ス
会
寄
稿
文
の
中
か
ら
、

幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
歓
喜
す
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
全
て
の
寄
稿
文
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
助
成
金
交
付
申
請
書
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

S
29
工
業
建
築
科
卒

開
催
年
月
日　

2
0
1
1
年
10
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
︵
木
︶

会
　
　
場
　 

﹁
か
ん
ぽ
の
宿
彦
根
﹂

　
昭
和
29
年
工
業
部
建
築
科
卒
業
︵
湖
建

会
第
2
回
卒
︶
は
、
数
え
る
こ
と
22
回
目

の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
33
年
に
第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
催

し
て
以
来
、
県
内
外
で
行
い
ま
し
た
。
29

名
の
同
級
生
も
全
国
　
関
東
〜
九
州
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
就
職
し
ま
し
た
が

同
級
生
の
連
絡
は
密
に
し
て
、
22
回
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

齢
も
80
才
〜
83
才
と
後
期
高
齢
者
と
な
り

29
名
の
う
ち
1
／
3
が
物
故
者
、
1
／
3

は
病
院
へ
通
院
、
元
気
に
生
活
し
て
い
る

の
が
1
／
3
で
、
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
も

同
じ
顔
ぶ
れ
で
す
。

　
こ
れ
を
期
し
て
ク
ラ
ス
会
は
中
止
︵
卒

業
︶
と
決
め
ま
し
た
。
本
当
に
長
い
間
ご

苦
労
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
想

い
出
す
の
は
こ
の
22
回
の
ク
ラ
ス
会
を
県

内
外
交
互
に
行
い
、
東
は
伊
豆
の
修
善
寺

温
泉
、
三
重
の
湯
ノ
山
温
泉
、
京
都
市

内
、
奈
良
市
内
、
西
は
山
口
県
湯
田
温

泉
、
県
内
は
彦
根
・
大
津
・
近
江
八
幡
で

行
っ
た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
彦
根
市
内

で
催
し
た
翌
日
、
我
が
滋
賀
県
立
大
学
新

校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
こ
と
が
想
い
出
の

一
頁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

S
40
農
業
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　
　

2
月
21
日
︵
木
︶

◆ 

会
場
　     

草
津 

エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

16
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

　
卒
業
後
約
半
世
紀
、
初
め
て
の
ク
ラ
ス

会
を
思
い
出
の
地
、
草
津
の
﹁
エ
ス
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
﹂
に
近
県
者
は
基
よ
り
、
東
北

は
秋
田
県
か
ら
九
州
は
長
崎
県
か
ら
の
参

加
も
あ
り
31
名
中
16
名
が
集
合
︵
物
故
者

6
名
︶
し
た
。

　
卒
業
後
初
め
て
出
会
う
方
も
お
ら
れ

名
前
と
の
一
致
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た

が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
や
近
況
報
告

を
兼
ね
た
自
己
紹
介
に
よ
り
学
生
当
時

の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た
。
今
日
ま
で

の
貴
重
な
経
験
談
な
ど
を
語
り
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

盃
を
重
ね
る
毎
に
宴
は
盛
り
上
が
り
、

気
兼
ね
な
い
会
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な

く
最
高
潮
、
ま
さ
に
熱
き
青
春
時
代
の

ご
と
き
で
2
時
間
30
分
が
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
、
こ
の
雰
囲
気
の
中
、
引
き

続
き
2
次
会
へ
と
流
れ
た
。

　
2
次
会
で
は
、
﹁
カ
ラ
オ
ケ
﹂
で
持
ち

歌
や
青
春
歌
に
よ
っ
て
一
層
親
交
が
深
ま

り
、
さ
ら
な
る
絆
の
一
歩
と
な
っ
た
。
こ

の
場
に
お
い
て
も
話
題
は
尽
き
る
こ
と
も

な
く
、
知
ら
な
い
内
に
2
時
間
30
分
が
過

ぎ
心
残
り
の
中
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
ク
ラ
ス
会
の
幹
事
も
決
ま

り
、
北
陸
方
面
で
1
泊
2
日
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
、
健
康
に
留
意
し
元
気
で
再

会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
、
併
せ
て
今
回

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
参
加
を
願
っ

て
解
散
と
な
っ
た
。

︵
報
告
者
　
南
井
︶

S
45
保
育
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　   

　
10
月
6
日
︵
土
︶

◆ 

会
場
　     

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者 

　 

25
名

◆ 

内
容
　
　  

懇
親
会

 

多
く
の
友
か
ら
開
催
を
せ
ま
ら
れ
て
い
た

同
窓
会
を
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
49
名
で
し
た
が
、

1
名
の
物
故
者
で
48
名
中
25
名
の
出
席
者

で
し
た
。

　
顔
を
合
わ
す
と
、
40
年
ぶ
り
と
は
思
え

な
い
笑
顔
、
笑
顔
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
還
暦
を
す
ぎ
た

今
も
、
学
童
保
育
の
指
導
員
や
子
育
て
支

援
や
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
て
い
る
友
も
多
く

県
大
ニ
ュ
ー
ス

○
皇
太
子
さ
ま
が
来
学
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
７
月
23
日
︵
月
︶
、
第
48
回

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
ご
臨
席
お
よ
び

地
方
事
情
ご
視
察
の
た
め
、
皇
太
子
さ
ま

が
滋
賀
県
に
行
啓
さ
れ
、
本
学
に
も
来
学

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
田
理
事
長
・
学
長
が
お
出
迎
え
し
、

そ
の
後
、
本
学
の
特
色
の
１
つ
で
あ
る
地

域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
近
江
楽
座
︵
お
う

み
ら
く
ざ
︶
﹂
に
つ
い
て
ご
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
始
め
に
印
南
比
呂
志
人
間
文
化
学
部
教

授
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
概
要
を
ご
説
明

し
、
続
い
て
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
紹
介
や
成
果
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
と
と
も
に
発
表
い
た
し
ま

し
た
。

　
皇
太
子
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱

心
に
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
苦
労
し
た
点
な
ど
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
励

ま
し
の
言
葉
を
お
掛
け
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
本
学
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
意
義
の

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備

事
業
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た

　
文
部
科
学
省
が
今
年
度
か
ら
取
り
組
む

平
成
25
年
度
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
整
備
事

業
﹂
に
つ
い
て
、
滋
賀
県
立
大
学
よ
り
申

請
し
た
﹁
び
わ
湖
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
モ
ン

ズ 
ー
地
と
知
の
共
育
・
共
創
自
立
圏
の

形
成
ー
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
︵
全
国
で

は
申
請
数
３
１
９
件
に
対
し
採
択
数
52

件
︶
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
学
が
県
東
北
部
唯
一

の
総
合
大
学
と
し
て
多
様
な
シ
ー
ズ
・
実

績
を
活
か
し
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
の
も
と
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
人
口
減

少
に
起
因
す
る
様
々
な
地
域
課
題
に
対

し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
解
決
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
本
学
の
地

域
志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人

材
を“

共
育”

し
、
地
域
を“

共
創”

す

る
自
立
圏
域
の
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

事
業
概
要

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
県
東
北
部
に
立
地

す
る
唯
一
の
総
合
大
学
と
し
て
、
そ
の
多

様
な
教
育
研
究
シ
ー
ズ
や
こ
れ
ま
で
の
豊

富
な
地
域
活
動
実
績
を
活
か
し
、
少
子
高

齢
化
や
若
者
人
口
減
少
に
起
因
す
る
様
々

な
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

　
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
全
学
的
な
地
域

連
携
推
進
体
制
の
も
と
、
教
育
で
は
、
全

学
生
が
学
ぶ
地
域
課
題
基
礎
教
育
を
導
入

し
、
応
用
・
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
よ
り
、
学
生
の
﹁
変
革

力
﹂
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
を
地
域
課
題
教
育
の
責
任
組
織

と
し
て
再
編
す
る
。

　
研
究
で
は
、
地
域
研
究
人
材
の
発
掘
と

共
同
研
究
を
進
め
る
た
め
、
連
携
研
究
員

制
度
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
会
を
設
置
し

て
地
域
課
題
研
究
を
推
進
す
る
。

　
社
会
貢
献
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
還

元
や
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
地
域
ご
と
の
人
材
育
成
・
リ
カ

レ
ン
ト
拠
点
の
設
置
や
地
域
活
動
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
本
学
の
地
域

志
向
を
明
確
に
し
、
地
域
と
大
学
が
人
材

を
共
育
し
、
地
域
を
共
創
す
る
自
立
圏
域

の
形
成
を
め
ざ
す
。
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川
崎
眞
治
︶

東
海
支
部

　
平
成
25
年
度
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月

19
日
︵
日
︶
に
、
新
設
さ
れ
た
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟
︵
Ａ
７
棟
︶
に
併

設
さ
れ
た
湖
風
会
館
に
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
か
ら
バ
ス
に
て
木
の
香

も
真
新
し
い
同
窓
会
館
へ
支
部
会
員
19
名

と
本
部
よ
り
岡
田
会
長
の
出
席
を
得
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
会
館
建
設
の
経
緯
並
び
に
今
後

の
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
な
ど
と
、
新
設

棟
を
見
学
し
な
が
ら
懇
親
会
に
移
り
、
大

学
と
の
つ
な
が
り
が
益
々
緊
密
に
な
り
同

窓
会
の
役
割
が
増
大
す
る
な
か
、
今
後
の

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
支
部
会
員

の
皆
様
方
の
健
康
と
活
躍
を
願
い
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
が
行
わ
れ
閉
会
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た

　
そ
の
後
、
玄
宮
園
に
立
ち
寄
り
久
し
ぶ

り
に
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
全
員
で
お
抹
茶

を
い
た
だ
き
、
お
の
お
の
が
懐
か
し
き
青

春
の
日
々
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
名
の
途
に
就
き
来
年
元
気
に
再
会
を

誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

　
︵
追
伸
︶
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
会
員

２
,

２
０
０
名
に
案
内
状
を
発
送
し
、
７
１

４
名
の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

︵
昭
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日
置
靖
男
︶

工
学
部
学
友
会

　
平
成
23
年
11
月
に
学
部
同
窓
会
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
が
設
立

総
会
を
開
催
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
そ
の
間
学
部
同
窓
会
と
し
て
の
体
制

作
り
や
、
事
業
活
動
に
つ
い
て
重
点
的
に

取
り
組
み
、
学
友
会
を
着
実
に
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
事
業
は

一 

会
員
と
湖
風
会
及
び
大
学
工
学
部
と
の

連
携
推
進
、
会
員
・
湖
風
会
・
大
学
工

学
部
に
対
す
る
﹁
工
学
部
学
友
会
﹂
の

啓
蒙
と
、
卒
業
会
員
へ
の
大
学
訪
問
や

ク
ラ
ス
会
の
開
催
支
援
。

二
　
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
の
推
進

同
好
会
活
動
の
開
催
　
︵
ゴ
ル
フ
・
テ

ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行
・
カ

ラ
オ
ケ
・
フ
ォ
ト
︶
、
名
簿
管
理
の
充

実
︵
役
員
・
学
科
学
年
幹
事
・
ク
ラ
ス

会
︶
、
H
P
の
維
持
︵
彦
機
会
H
P
↓

工
学
部
学
友
会
H
P
に
改
編
︶

三
　
大
学
工
学
部
の
活
動
支
援

在
学
生
と
一
緒
に
行
う
会
社
訪
問
活
動

を
企
画
・
実
施
、
大
学
工
学
部
支
援
会

へ
の
加
入
勧
誘

四
　
事
務
局
︵
工
学
部
学
友
会
の
運
営
統

括
︶

　
い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
・
活
発
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
工
学
部
の
教
授
を
学
友
会
の
特

別
理
事
に
迎
え
、
毎
回
の
理
事
会
に
出
席

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
工
学
部
と
一
体

に
な
っ
て
学
友
会
活
動
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　
彦
機
会
当
時
よ
り
継
続
の
会
社
訪
問
活

動
も
、
通
算
12
回
を
数
え
る
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
平
成
23
年
に
実
施
し
ま
し
た

︵
株
︶
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所
訪
問
時
に

は
、
在
学
生
８
名
が
、
平
成
24
年
に
実
施

し
ま
し
た
キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
︵
株
︶
訪

問
時
に
は
、
工
学
部
教
授
３
名
と
在
学
生

48
名
が
、
そ
し
て
今
年
の
山
科
精
器

︵
株
︶
訪
問
時
に
は
工
学
部
教
授
３
名
と

在
学
生
52
名
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
に
就
職
し
た
県
大
卒
業
生
か
ら
、
後
輩

学
生
に
直
接
お
話
が
聞
け
る
な
ど
、
同
窓

会
活
動
を
超
え
る
成
果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。︵

昭
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業
部
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国
領
朝
輝
︶

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
友
も
い
て

お
互
い
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　
食
事
よ
り
楽
し
い
会
話
が
中
心
で
あ
っ

と
い
う
間
に
約
束
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
親
の
介
護
や
孫
の
世
話
、
地
域
の
活
動

な
ど
の
理
由
で
欠
席
し
た
友
の
分
ま
で
楽

し
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

　
今
度
は
、
お
堀
の
桜
が
き
れ
い
な
季
節

に
会
い
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

 

︵
報
告
者
　
大
西
友
子
︶

H
5
幼
児
教
育
学
科
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
3
年
︵
平
成
25
年
︶

　
　
　
　
　   

8
月
10
日
︵
土
︶

◆
会
場
　P

o
m

m
e
 d

’
A

m
o
u
r 

　
　
　
　
ポ
ム 

ダ
ム
ー
ル
︵
彦
根
市
立
花
町
︶

◆
参
加
者 

　  

28
名

◆
内
容
　
　 

　
懇
親
会

　
卒
業
し
て
20
年
と
い
う
節
目
の
年
。

　
40
歳
に
な
っ
て
20
年
ぶ
り
の
再
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
51
名
中
、
48
名
と
連
絡
が
と
れ
、
当
日

は
27
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
で
あ
る
東
山

先
生
が
遠
方
よ
り
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
は
る
ば
る

宮
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
人
も
!!

︵
あ
り
が
と
う
。
︶

　
久
々
の
再
会
に
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
顔
を
見
た
瞬
間
、
20
歳
の
頃
へ
と

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
会
話
に
花
が
咲
き
、

近
況
報
告
だ
け
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
2

時
間
で
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
に
、
20
年
た
っ
た
今
も
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
の
お
仕
事

を
続
け
て
い
る
人
が
多
く
、
東
山
先
生
も

大
変
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
仕
事
に
、
家
事
や
育
児
に
、
趣
味
に

と
、
そ
れ
ぞ
れ
20
年
と
い
う
年
月
を
経
て

も
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
幼
教
パ
ワ
ー
に
、

お
互
い
が
い
い
刺
激
を
も
ら
い
︵
東
山
先
生

の
変
わ
ら
ぬ
美
し
さ
に
も
か
な
り
刺
激
を

い
た
だ
き
︶
幸
せ
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ま
た
3
年
後
に
会
お
う
と
約
束

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
へ
･
･
･

　
日
常
に
戻
っ
て
も
、
L
i
n
e
や
メ
ー

ル
で
つ
な
が
り
続
け
、
新
た
な
関
係
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
学
生
時
代

の
友
人
と
い
う
も
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。

　
素
敵
な
仲
間
た
ち
と
ま
た
再
会
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
･
･
･

H
19
人
間
文
化
学
部
食
生
活
専
攻
卒

◆
開
催
月
日 

2
0
1
2
年
︵
平
成
24
年
︶

　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
︵
日
︶

◆ 

会
場
　
　  

京
都
　
京
野
菜
フ
レ
ン
チ

　
　
　
　
　 

　
祇
園A

b
b
e
sse

s

◆ 

参
加
者 

　
　

　

8
名

◆ 

内
容
　
　
　
懇
親
会

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
観
光
客
で
賑

わ
う
京
都
に
て
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
。
今
年
で
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
変
化
す
る
年
齢
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

各
々
の
近
況
報
告
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
仕
事
の
人
と
悩
み
を
打
ち
明

け
合
っ
た
り
、
異
な
る
仕
事
の
人
か
ら
は

新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
と
て
も

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、

語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
つ
っ
こ
み
合

い
・
・
・
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
し
た
。
最
後
は
来
年
の
幹
事
を
決
め
、

解
散
し
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

﹁
湖
風
会
館
﹂
を
ご
利
用
下
さ
い

　
﹁
湖
風
会
館
﹂
に
は
２
名
の
事
務
局

員
が
交
替
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ス
会
や
各
種
同
窓
会
活
動
の
拠
点
と
し

て
ご
利
用
下
さ
い
。
休
日
や
時
間
外
の

利
用
に
つ
い
て
も
、
出
来
る
限
り
対
応

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
員
に
ご
相
談
下

さ
い
。

　
詳
し
く
は
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
に
﹁
湖
風
会

館
管
理
規
程
﹂
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

　

　月
曜
日
〜
金
曜
日
の
10
時
〜
16
時

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
寄
贈
し
て
下
さ
い

　
同
窓
会
館
が
完
成
し
、
ク
ラ
ス
会
や

各
種
会
議
な
ど
で
多
く
の
会
員
が
訪
れ

る
事
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
懐
か
し
い
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
た
く
考
え
ま

し
た
。

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
お
持
ち
で
寄
贈
し

て
頂
け
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

　
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


